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序 
 

建築研究開発コンソーシアムでは、建築に関する今後の技術開発におけるテーマ設定を支援する目

的で、研究開発推進委員会に技術動向調査小委員会を組織し、平成１５年度から「建築技術動向調査」

を継続的に行なっております。過去のテーマを振り返りますと、 平成１５年度には「防犯」・「高層
居住」について、平成１６年度には「市街地における自然災害対策技術」・「居住環境構築技術」・「建

築物の改善・改修技術」について調査を行ないました。３年目となる平成１７年度は、これら過去の

経緯と、現在の社会的なトレンドを踏まえ、「少子高齢化社会」をキーワードとした建築分野の技術

動向調査に取り組みました。 
 
折しも、調査を始めた平成１７年には、増加の一途を辿ってきた日本の人口が減少に転じ、社会的

にも「少子高齢化」というキーワードがクローズアップされる年となりました。合計特殊出生率（一

人の女性が生涯に産む子供数 以下「出生率」）が「2.1」程度を下回ると人口が減少に向かうとされ
ている中で、出生率「1.57」となった 1989年から「少子化」という言葉が使われるようになり、い
ずれ到来するであろうことが予測されていた人口減少下の少子高齢化社会ですが、まだまだ世の中で

は漠然と捉えられており、具体的な施策もこれからというのが現状のようです。 
例えば、「少子化」と「高齢化」に対する施策のアンバランスを指摘することが出来ます。国内の

社会保障給付費の割合を一人当たりで試算すると、高齢者は年間約 247 万円の給付を受けているの
に対し、子供は約 17万円（2006/1/10読売新聞）とのこと、また、2001年の経済協力開発機構（Ｏ
ＥＣＤ）の調査では、児童手当、育児休業手当、保育サービスなど、家族政策に関する財政支出の規

模を、対国内総生産（ＧＤＰ）比で国別に比較すると、出生率が日本よりも高いスウェーデンで2.9％、
フランスで 2.8％に対し、日本は 0.6％と 
１／４以下にとどまっており、国際的にも国内的にも子育て世帯への支援の手薄さが目立ちます。 
 
  このような施策面での課題も踏まえ、本調査では、「人口動態→政策→建築界への要請」という展
開で全体をまとめ、「少子高齢化」のキーワードに最も関連すると考えられる技術動向として「計画・

設計技術」と「施工技術」を取り上げ、現状を把握し、今後の提案を行ないました。  
 

  これらの成果が本会会員の今後の研究開発テーマ設定等に役立てられることを期待します。最後に、
本調査にご協力いただいた会員各位に感謝し、厚く御礼申し上げます。 
 
平成１８年６月 

                           建築研究開発コンソーシアム 
                                        研究開発推進委員会       委員長 坊垣和明 

                                      技術動向調査対応小委員会   主査 末石伸行 
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